




1.目的 

神経芽細胞腫マス・スクリーニング法として実施されているスポット法およびディップ法

において,検体採取に用いられるろ紙は,スポット法が東洋ろ紙 No.2,ディップ法が東洋ろ

紙 No.63 に統一されている。しかし各地域では,独自に採尿ろ紙を使用しており,その形状,

大きさ,ろ紙や包装紙への印刷等は統一されていない。 

そこで両方法における採尿ろ紙を統一し,これら材料費に係るコストの低減を図ることを

目的とする。 


